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今後の予定について 

 

第３回  平成２７年２月１９日（木） １６：００－１８：００ 

     ・科学技術イノベーション人材の育成・流動化、基礎研究力の強化 他 

 

第４回  平成２７年３月１９日（木） １１：００－１３：００ 

     ・研究資金改革 他 

 

第５回  平成２７年４月９日（木） １１：００－１３：００ 

・イノベーションシステム構築に向けた取組（知財、中小・中堅・ 

ベンチャー、橋渡し、研究開発法人） 他 

 

第６回  平成２７年４月１６日（木） １１：００－１３：００ 

     ・イノベーションシステム構築に向けた取組（産学連携、地域、 

国際展開） 他 

 

第７回  平成２７年４月２３日（木） １１：００－１３：００ 

     ・中間とりまとめ素案 

 

第８回  平成２７年５月７日（木） １１：００－１３：００ 

     ・中間とりまとめ案 

 

第９回  平成２７年５月１４日（木） １１：００－１３：００ 

     ・中間とりまとめ 

 

以後、数回の開催を予定 

 
 

平成２７年年内目途 諮問第５号「科学技術基本計画について」に対する 

答申案の取りまとめ 

（その後、総合科学技術・イノベーション会議にて答申決定予定） 

 

※ その後、第５期科学技術基本計画を閣議決定予定 

資料６ 
総合科学技術・イノベーション会議 

第２回 基本計画専門調査会 
Ｈ２７．１．２２ 
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 )

%

%
デ
ー
タ
：総

務
省

平
成

2
6
年
科
学
技
術
研
究
調
査
結
果
の
概
要
（

H
2

6
.1

2
月

)

ﾎ
ﾟｽ
ﾄﾞ
ｸ
は

2
0

1
2
年

1
1
月
時
点
：文

科
省

科
学
技
術
・学

術
政
策
研
究
所

調
査

2
3

2
（H

2
6

.1
2
月
）

過
半
を
占
め
る
企
業
人
材
の

有
効
活
用
（
学
び
直
し
、
再
配

置
等
）
及
び

D
r.
や
女
性
の
活

用
（
ﾍ
ﾞｰ
ｽ
と
な
る
工
学
部
卒

女
子
学
生
増
加
）
等
が
課
題

 

研
究
支
援
人
材
の

 

効
果
的
活
用
が
課
題

 

2
 

企
業

等

高
校

高
専

研
究
管
理
職

事
業
部
・
企
画
部
門
長

現
場
管
理
者

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｔ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ

リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー

技
術
者

開
発
研
究
者

研
究
者

「
学
校
基
本
調
査
報
告
書
（
高
等
教
育
機
関
編
）
」
（
2
0
1
3
年
、
文
部
科
学
省
）
を
基
に
、
内
閣
府
作
成

ポ
ス
ド
ク

短
大

修
士
課
程

学
部

大
学

等

大
学
教
員
等

海
外
か
ら

の
人
材

現
地
雇
用

留
学
生

６
．
８
万
人

/
年

３
．
６
万
人

/
年

０
．
３
６
万
人

/
年

計
１
．
０
万
人

/
年

（
０
．
４
８
万
人

/
年
）

（
６
．
２
万
人

/
年
）

（
１
．
０
万
人

/
年
）

（
平
成
１
６
年
）

０
．
５
５
万
人

/
年

（
６
．
６
万
人

/
年
）

（
３
．
０
万
人

/
年
）

（
計
１
．
０
万
人

/
年
）

平
成
２
６
年

６
．
３
万
人

/
年

０
．
７
万
人

/
年

１
．
４
万
人

/
年

（
１
．
７
万
人

/
年
）

大
学
教
員

０
．
２
５
万
人

/
年

（
０
．
２
１
万
人

/
年
）

０
．
１
５
万
人

/
年

博
士
課
程

・
教
育
・
研
究
指
導
環
境
の

抜
本
的
強
化
が
課
題

・
他
大
学
、
公
的
研
究
機
関

や
産
業
界
と
の
間
の
連
携

の
促
進
が
課
題

・
優
秀
な
学
生
が
見
通
し
を

も
っ
て
博
士
課
程
に
進
学
し
、

研
究
に
専
念
で
き
る
安
定
的

な
支
援
方
策
や
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
形
成
が
課
題



3
 

第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
全
体
俯
瞰
イ
メ
ー
ジ
（
素
案
）

①
「
知
」
の
資
産
を
創
出
し
続
け
、
科
学
技
術
に
よ
り
大
変
革
時
代
に
対
応
で
き
る
基
盤
的
な
力
を
育
む
国

②
国
際
競
争
力
が
あ
り
、
将
来
に
渡
っ
て
持
続
的
な
成
長
と
社
会
の
発
展
を
実
現
で
き
る
国

③
安
全
・
安
心
か
つ
豊
か
で
質
の
高
い
生
活
を
実
感
で
き
る
国

④
大
規
模
な
自
然
災
害
や
気
候
変
動
な
ど
地
球
規
模
の
問
題
解
決
に
先
導
的
に
取
り
組
み
、
世
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
国

目
指
す
べ
き

国
の
姿

○
国
が
推
進
す
る
研
究
開
発

・
未
来
の
産
業
創
造
・
社
会
変
革
に
向
け
た
研
究
開
発
、

・
経
済
・
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
開
発
、

・
基
礎
研
究

運
用
、
慣
習
等
を
含
む
制
度
的
な
面
で
の
見
直
し
を
含
め
て
全
体
最
適
を
実
現
し
、
世
界
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
国
へ

○
未
来
の
産
業
創
造
・
社
会
変
革
に
向
け
た
取
組

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
人
材
の
育
成
・
流
動
化
、
・
基
礎
研
究
力
の
強
化
、
・
研
究
開
発
基
盤
、
・
大
学
改
革
、
研
究
開
発
法
人
改
革
、
・
研
究
資
金
改
革
、
・
産
学
連
携
、

・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
・
橋
渡
し
機
能
強
化
、
・
中
小
・
中
堅
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
・
知
的
財
産
・
標
準
化
、
・
国
際
展
開
、
・
規
制
制
度
改
革

等

○
直
面
す
る
経
済
社
会
的
な
課
題
へ
の
対
応

＜
重
点
ポ
イ
ン
ト
＞

＜
個
々
の
政
策
の
単
発
的
実
施
に
陥
ら
ず
全
体
最
適
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

政
策
手
段
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
有
機
的
に
連
携
・
実
施
＞

○
基
盤
的
な
力
の
育
成
・
強
化

・
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
よ
る
経
済
・
社
会
的
課
題
の

解
決
に
向
け
た
対
応

・
デ
ジ
タ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
化
の
進
展
な
ど
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
る

大
変
革
時
代
の
中
で
、
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
に
対
応
す
る
た
め
の

も
の
づ
く
り
の
革
新
と
シ
ス
テ
ム
統
合

・
未
知
へ
の
挑
戦
に
よ
る
非
連
続
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

・
基
礎
体
力
（
人
材
、
基
礎
研
究
力
）
の
強
化

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
駆
動

○
科
学
技
術
と
社
会

・
国
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
、

・
研
究
の
公
正
性

等



４
 

参
考
資
料

 

日
本
の
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
全
体
俯
瞰

（
素
案
）
【
研
究
資
金
】
H
1
6
年
度

約
1
1
千
億
円

大
学
等

基
研

大
学
等
の
約

5
4
％

基
礎
研
究
の
約

5
0
％

約
7
千
億
円

大
学
等
応
研

大
学
等
の
約

3
7
％

応
用
研
究
の
約

2
0
％

約
4
千
億
円

公
研
等

基
研

公
研
等
の
約

2
5
％

基
研
の
約

1
8
％

約
5
千
億
円

公
研
等

応
研

公
研
等
の
約

3
2
％

応
研
の
約

1
4
％

約
8
千
億
円

公
研
等

開
研

公
研
の
約

4
4
％

開
研
の
約

8
％

約
7
千
億
円

企
業

基
研

企
業
の
約

6
％

基
礎
研
究
の
約

3
2
％

約
2
3
千
億
円

企
業

応
研

企
業
の
約

1
9
％

応
用
研
究
の
約

6
6
％

約
8
8
千
億
円

企
業

開
研

企
業
の
約

7
5
％

開
発
研
究
の
約

9
0
％

大
学
等

企
業

公
的
研
究

機
関
等

科
学
的
な
基
本

原
理
・
現
象
の

発
見

原
理
・
現
象
の

定
式
化

1
2

技
術
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾌ
ﾟﾄ
の
確
認

（
P
O
C
)

研
究
室
レ

ベ
ル
で
の

テ
ス
ト

想
定
使
用

環
境
で
の

テ
ス
ト

実
証
・
ﾃ
ﾞﾓ

ﾝ
ｿ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ

ﾝ

実
用
環
境
で
の

シ
ス
テ
ム
・
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
デ
モ

3
4

5
6

7

シ
ス
テ
ム
の
完
成
、
有
効
性
確
認

事
業
化
/

既
存
の
材
料
、
装
置
、
製
品
、
シ
ス
テ
ム
、
工
程
等
の
改
良

8
9

基
礎
研
究

（
約

1
4
%

: 
2
2
千
億
円
）

応
用
研
究

（
約

2
3
%

: 
3
6
千
億
円
）

開
発
研
究

（
約

6
3
%

: 
9
8
千
億
円
）

T
e
c
h
n
o
lo

g
y

R
e
a
d
in

e
s
s

L
e
v
e
l

（
T
R
L
）

注
1

知
財
戦
略

/

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
改
良

/
市
場
規
模
拡
大

約
2
千
億
円

大
学
等

開
研

大
学
等
の
約

9
％

開
発
研
究
の
約

2
%

研
究
費
総
額

注
1
  
T
R
L
に
つ
い
て
は
、
経
産
省
資
料
、
E
U
資
料
に
内
閣
府
加
筆

注
2
研
究
費
（
自
然
科
学
系
の
み
）
は
平
成

1
6
年
度
実
績

総
務
省

平
成

1
7
年
科
学
技
術
研
究
調
査
結
果

大
学
等
は
全
数
を
対
象
、
企
業
は
約

1
3
,0

0
0
と
公
的
機
関
等
は
約

1
,0

0
0
を
抽
出
し
、
大
学
は
全
数
の
回
答
、
企
業
は
約

7
9
％
、
公
的
機
関
等
は
約

9
9
％
の
回
答
率

企
業
は
、
経
済
セ
ン
サ
ス
等
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
推
計

企
業
か
ら
公
的
研
究
機
関
等
へ
の

研
究
費
：
約

7
百
億
円

企
業
か
ら
大
学
等
へ
の

研
究
費
：
約

8
百
億
円

海 外

約
1
0
億
円

約
2
0
億
円

約
4
0
0
億
円

約
2
0
千
億
円

約
1
7
千
億
円

約
1
1
9
千
億
円



１
．

研
究

人
材

ス
ト

ッ
ク

の
所

属
状

況
２

．
研

究
人

材
の

フ
ロ

ー
の

状
況

　
２

－
１

　
機

関
間

移
動

の
状

況

日
本

の
研

究
開

発
シ

ス
テ

ム
全

体
俯

瞰
　

（
素

案
）
　

【
人

材
】
　

-
 平

成
1
6
年

デ
ー

タ
 -

　

５
 

参
考
資
料

 

0

20406080

10
0

0
10

20
30

40
50

60
70

80
90

10
0

日
本

の
研

究
人

材
（
1
0
8
万

人
 H

e
ad

-
c
o
u
nt

s）
の

機
関

別
所

属
状

況
（
平

成
1
6年

度
）
 

民
間
企
業
（
6
5
3千

人
）
 

大
学
（
3
3
6
千
人
） 

公
的
機
関

 

(9
1千

人
） 

民
間

企
業

 

研
究

者
 

  
 

（
4
9
8
千

人
） 

  
 内

D
r.
  

 
  
( 

1
9
千

人
）
 

研 究 者 （830 千 人 ） 補 助 者 等 (251 千 人 ） 

企
業

 
補

助
者

 
  

  
 (

  
6
1
千

人
）
  
 

国 公 大 そ の 他
 

研 究 者
 

（3
5 

千 人
） 

補
助

 

（1
1千

 

人
）
 

公
的

 

機
関

 

等
 

研
究

者

（4
9千

人
）
 

内
D

r.
 

 （
 1

5千
人

）
 

 

国
公

立
大

 

自
然

科
学

 

研
究

者
 

（
1
1
7
千

人
） 

 内
D

r.
  

 
 （

 4
7
千

人
）

 

  国
公

大
そ

の
他

（1
3千

人
） 

私
大

 

自
然

 

科
学

 

 研
究

者
 

（6
8
 

 千
人

）
 

 内
D

r.
  

（ 
28

 

 
千

人
） 

  

そ
の

 

他
（8

 

 千
人

）
 

企
業

 
技

能
者

 
  

 
( 
5
4
千

人
）
 

 

公
的

等
そ

の
他

（
2
3
千

人
）
 

企
業

 
事

務
そ

の
他

 (
 4

1
千

人
）
 

技
能

 

（
9
千

 

人
）
 

技
能

 （
9 

千
人

）
 

補
助

 （
6 

千
人

）
 

私
大

 

そ
の

他
 

  研
究

者
 

（6
4 

 千
人

） 

 内
D

r.
  

（ 
12

 

 
千

人
） 

  

大
学

等
全

体
 

研
究

者
 

  
 

（
2
8
4
千

人
） 

  
 内

D
r．

 
 

 （
9
6
千

人
, *

）
 

%
 

%
 

デ
ー

タ
：
総

務
省

 
平

成
1

7
年

科
学

技
術

研
究

調
査

結
果

 

大
学

等
 

（
3

3
6
千

人
）

 
 

企
業

 
（6

5
3
千

人
）

 
 

公
的

研
究

 

機
関

等
 

（
9

1
千

人
）

 

約
1

,2
0

0
人

 

約
4

0
0
人

 

約
6

0
0
人

 

約
1

,1
0

0
人

 

約
3

0
0
人

 

約
5

,6
0

0
人

 

約
6

,3
0

0
人

 

約
1

2
,4

0
0
人

 
（
内

グ
ル

ー
プ

間
約

3
,6

0
0
人

）
 

約
2

,7
0

0
人

 

新
規

採
用

 

約
 2

1
2

0
0
人

 
 

約
8

,4
0

0
人

 

約
1

,4
0

0
人

 

海
外

 

約
1

3
,3

0
0
人

 

約
5

,4
0

0
人

 

注
）
海

外
は

、
大

学
、

独
法

等
 

 
 

H
1

6
年

度
 

中
・
長

期
の

み
 

デ
ー

タ
：
総

務
省

 
平

成
1

7
年

科
学

技
術

研
究

調
査

結
果

 


